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が
ん
の
治
療
を
行
う
と
、
医

師
が
「
再
発
や
転
移
を
用
心
し

て
５
年
間
の
経
過
観
察
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
伝
え
る
。
患
者
も

５
年
た
っ
て
何
も
な
け
れ
ば
安

心
す
る
。

　

私
た
ち
は
従
来
そ
う
い
う
考

え
方
を
し
て
き
た
が
、
一
部
の

地
方
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
患
者
を
追
跡
調

査
し
、「
予
後（
治
療
後
の
経
過
）

が
い
い
」
と
み
ら
れ
て
い
た
乳

が
ん
患
者
の
生
存
率
が
５
年
以

降
も
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
た（
図
）。

　

果
た
し
て
一
部
の
が
ん
セ
ン

タ
ー
だ
け
の
結
果
な
の
か
、
そ

れ
と
も
全
体
の
傾
向
が
そ
う

な
っ
て
い
る
の
か
？　
５
年
生

存
率
の
先
を
追
跡
す
る
厚
生
労

働
省
研
究
班
の
大
規
模
調
査

は
、
こ
う
し
た
経
緯
も
端
緒
と

な
っ
て
始
ま
っ
た
。

　

全
国
が
ん
（
成
人
病
）
セ
ン

タ
ー
協
議
会
（
略
称
・
全
が
ん

協
）
加
盟
の
16
施
設
で
、
１
９

９
９
年
～
２
０
０
２
年
に
診
療

を
行
っ
た
３
万
５
２
８
７
例
に

　
が
ん
の
生
存
率
を
算
出
す
る
に
は
、
患
者

デ
ー
タ
の
集
積
が
欠
か
せ
な
い
。「
が
ん
登
録
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
が
、

国
は
登
録
を
法
制
化
し
て
充
実
を
図
っ
た
。

　
国
内
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
デ
ー

タ
を
す
べ
て
集
め
て
分
析
す
る
「
全
国
が
ん

登
録
」
制
度
が
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
が
ん
対
策
に
は
不
可
欠
の
仕

組
み
で
、
が
ん
登
録
推
進
法
の
施
行
に
よ
っ

て
始
動
し
た
。

　
が
ん
登
録
制
度
に
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

患
者
デ
ー
タ
を
把
握
す
る「
地
域
が
ん
登
録
」

と
医
療
機
関
内
で
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
「
院

内
が
ん
登
録
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み

で
は
、
例
え
ば
神
奈
川
県
民
が
東
京
の
病
院

で
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
や
転
居
し
た
場

合
な
ど
、
患
者
デ
ー
タ
の
全
体
像
を
必
ず
し

も
正
確
に
把
握
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
推
進
法
の
施
行
で
、
全
国
約
８
、
５
０
０

の
病
院
と
一
部
の
診
療
所
は
、
が
ん
と
診
断

し
た
患
者
の
デ
ー
タ
を
都
道
府
県
を
通
じ
て

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
が
ん
の「
種
類
」や「
進
行
度
に「
治

療
内
容
」「
発
見
の
経
緯
」
と
い
っ
た
各
種

の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
正
確
な
が
ん
の
患
者

数
の
ほ
か
、
進
行
度
の
比
率
、
生
存
率
な
ど

様
々
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
「
全
国
が
ん
登
録
」
制
度
の
も
と
で

最
初
の
５
年
生
存
率
を
算
出
す
る
の
は
、
早

く
て
も
６
年
後
の
２
０
２
２
年
。
デ
ー
タ
収

集
の
空
白
期
間
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
課
題

も
残
っ
て
い
る
。

イ
ン
ト
低
下
し
て
い
た（
表
）。

部
位
別
に
み
る
と
…

　

部
位
別
に
み
る
と
10
年
生
存

率
の
上
位
は
、
①
甲
状
腺
が
ん

90
・
９
％
②
前
立
腺
83
・
４
％

③
子
宮
体
83
・
１
％
、
と
な
っ

て
い
る
。
逆
に
下
位
は
、
膵
臓

が
ん
４
・
９
％
、
肝
臓
15
・
３

％
、
胆
の
う
胆
道
19
・
７
％
、

食
道
29
・
７
％
の
順
だ
っ
た
。

　
５
大
が
ん
（
胃
、大
腸
、肺
、

乳
房
、
肝
臓
）
は
生
存
率
の
下

が
り
方
に
違
い
が
出
て
い
る
。

　

ま
ず
消
化
器
が
ん
は
、
胃
が

ん
が
５
年
生
存
率
70
・
９
％
で

10
年
生
存
率
が
69
・
０
％
、
大

腸
は
５
年
72
・
１
％
で
、
10
年

が
69
・
８
％
。
５
年
以
降
は
ほ

ぼ
横
ば
い
と
は
い
え
、「
治
療
や

経
過
観
察
の
目
安
は
５
年
間
」

と
い
う
医
師
の
説
明
を
デ
ー
タ

で
裏
付
け
る
形
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
乳
が
ん
は
、
５

年
生
存
率
が
88
・
７
％
で
、
10

年
が
80
・
４
％
。
生
存
率
は
高

い
も
の
の
、
５
年
を
過
ぎ
て
も

リ
ス
ク
が
続
い
て
い
る
。
乳
が

ん
は
時
間
が
た
っ
て
か
ら
再
発

す
る
タ
イ
プ
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
肝
が
ん
は
、
５
年
が

32
・
２
％
で
、
10
年
は
15
・
３
％

に
な
り
、
生
存
率
は
下
が
り
続

け
て
い
た
。
肝
が
ん
患
者
に
は

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
が
も
と
も

と
あ
り
、
１
つ
の
が
ん
を
た
た

い
て
も
次
の
が
ん
が
出
て
き
て

根
治
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

公
表
で
各
施
設
が
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
、
患
者
に
還
元
も

　

初
め
て
公
表
さ
れ
た
10
年
生

存
率
の
数
字
に
目
が
向
き
が
ち

だ
が
、
対
象
症
例
は
１
９
９
９

年
～
２
０
０
２
年
と
古
い
。
新

し
い
抗
が
ん
剤
（
分
子
標
的
薬
、

抗
体
医
薬
）な
ど
、
が
ん
医
療
の

進
歩
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
い

ま
治
療
す
れ
ば
生
存
率
は
も
っ

と
良
く
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

調
査
を
ま
と
め
た
猿
木
信

裕
・
群
馬
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

前
院
長
（
群
馬
県
衛
生
環
境
研

究
所
長
）
は
、
今
回
の
調
査
で

生
存
率
が
低
か
っ
た
肝
が
ん
で

も
、「
肝
炎
対
策
が
進
み
、
Ｃ

型
肝
炎
に
は
新
し
い
治
療
法
も

あ
る
の
で
、
今
後
は
患
者
が
減

り
、
生
存
率
も
良
く
な
る
だ
ろ

う
」
と
み
て
い
る
。

　

猿
木
前
院
長
に
よ
れ
ば
、
今

回
、
施
設
別
５
年
生
存
率
も
更

新
し
た
の
で
、
患
者
が
治
療
効

果
を
知
る
の
に
役
立
つ
の
と
同

時
に
、
治
療
施
設
が
自
分
た
ち

の
現
在
位
置
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
い
、「
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
患
者
に
還
元

さ
れ
て
い
く
」と
話
し
て
い
る
。

　

が
ん
に
よ
る
死
者
は
年
間
約

37
万
人
と
日
本
人
の
死
因
ト
ッ

プ
で
、
２
人
に
１
人
は
が
ん
に

な
る
時
代
。
10
年
生
存
率
デ
ー

タ
で
は
、
早
期
発
見
の
患
者
ほ

ど
生
存
率
が
良
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
自
治
体

や
職
域
で
「
が
ん
検
診
」
の
受

診
率
を
上
げ
る
働
き
か
け
が
重

要
に
な
る
。
学
校
で
の
禁
煙
教

育
な
ど
地
道
な
が
ん
対
策
の
取

り
組
み
も
強
化
し
た
い
。

◇　
　

◇

　

10
年
生
存
率
デ
ー
タ
の
詳
細

は
全
が
ん
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
る（「
全
が

ん
協
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
が
ん
の
治
療
効
果
の
目
安
と
な
る
「
生
存
率
」。
全
国
の
が
ん
専
門
病
院
が
共
同
で
、
10
年

生
存
率
を
初
め
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
医
療
現
場
で
は
、
５
年
生
存
率
が
参
考
デ
ー
タ
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
が
、「
10
年
」
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
は
「
５
年
」
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
生
存
率
が
得
ら
れ
る
一
方
、
乳
が
ん
や
肝
が
ん
で
は
、
治
療
後
５
年
を
経
て
も

生
存
率
が
下
が
り
続
け
る
傾
向
が
わ
か
っ
た
。
10
年
生
存
率
か
ら
何
が
見
え
て
き
た
の
か
ま
と

め
た
。�

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
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研
究
員
・
佐
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良
明
）

今月の主なニュース
「
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ
喫
煙
対
策
―

�

リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
」

「
私
と
協
会
」

�

前
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
代
表　

野
末 

悦
子

「
日
本
の
学
校
検
尿
の
歴
史
」

�

日
本
医
科
大
学
名
誉
教
授　

村
上 

睦
美

「
保
健
室
」�

横
浜
市
立
上
飯
田
中
学
校　

関
口 

聖
子

マ
マ
友
健
診
４
回
目
を
実
施

神
奈
川
県
健
康

管
理
機
関
協
議
会「
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
を
め
ぐ
っ
て
」

がん10年生存率から見えたもの

生
存
率
算
定
の
基
礎
に
な
る「
全
国
が
ん
登
録
」

がんの部位別・病期別10年生存率（％）
＝1999年～ 2002年に診断した患者

５大がんの生存率の推移

※４期が最も進行している

２面３面４面

つ
い
て
、
部
位

別
に
10
年
生
存

率
を
は
じ
き
だ

し
た
。

　

調
査
の
結

果
、胃
、肝
臓
、

乳
房
な
ど
17
部

位
の
が
ん
を
合

わ
せ
た
全
体
の

10
年
生
存
率

は
、
58
・
２
％

だ
っ
た
。
同
じ

母
集
団
の
５
年

生
存
率
は
63
・

１
％
で
約
５
ポ
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早期発見ほど生存率は良好

病期（ステージ）※

部位 １期 ２期 ３期 ４期 全症例
（５年生存率）

食道 64.1 36.9 15.4 4.8 29.7（38.1）

胃 95.1 62.7 38.9 7.5 69（70.9）

大腸（結腸・直腸） 96.8 84.4 69.6 8 69.8（72.1）

肝臓 29.3 16.9 9.8 2.5 15.3（32.2）

胆のう・胆道 53.6 20.6 8.6 2.9 19.7（23.6）

膵臓 29.6 11.2 3.1 0.9 4.9（6.5）

喉頭 93.9 63 53 54.1 71.9（81.2）

気管・肺 69.3 31.4 16.1 3.7 33.2（39.5）

乳房 93.5 85.5 53.8 15.6 80.4（88.7）

子宮頸 91.3 63.7 50 16.5 73.6（78）

子宮体 94.4 84.2 55.6 14.4 83.1（83.8）

卵巣 84.6 63.2 25.2 19.5 51.7（59.2）

前立腺 93 100 95.6 37.8 84.4（87.4）

腎臓・尿管 91.3 76.4 51.8 13.8 62.8（65.9)

膀胱 81.4 78.9 32.3 15.6 70.3（74.1）

甲状腺 100 100 94.2 52.8 90.9（92.4）

全体 86.3 69.6 39.2 12.2 58.2（63.1）


